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市
指
定
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記
念
物
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定
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然
記
念
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６
４
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木
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二
本
杉
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３
６
３
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か
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築
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祈
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と
し
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慰
め
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の
方
角
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を
造
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に
２
本
の
杉
を
植
え
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の
が
現
在
の
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杉
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い
ま
す
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落
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ら
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ぬ
い
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稔りの秋を満喫稔りの秋を満喫
10月４日、増田高等学校ほ場で行われた稲刈
り体験。秋晴れの下、増田小学校の児童たちは
農業科学科のお兄さんから指導を受け、初め
ての稲刈りに挑戦しました。

10月４日、増田高等学校ほ場で行われた稲刈
り体験。秋晴れの下、増田小学校の児童たちは
農業科学科のお兄さんから指導を受け、初め
ての稲刈りに挑戦しました。
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変
わ
る
・
変
え
る　

 

未
来
の
農
業

日
本
の
農
業
が
変
わ
る

農
業
農
業

時
代
時
代

対策の内容
　「品目横断的経営安定対策」の導
入、新たな需給調整システムへの移
行にあわせ、米の生産調整支援策(現
行対策平成16年～18年)を見直す
■担い手経営安定対策
　◎品目横断的経営安定対策へ移行
■稲作所得基盤確保対策
　◎需要に応じた米の生産を支援す
る機能は当面の措置として、産地づ
くり対策と一体化
■産地づくり対策は継続実施
　◎所要の見直しをして継続
■対象
　◎生産調整実施者

対策の内容
■諸外国との生産条件格差対策
　◎対象品目は麦、大豆、テンサイ、
　　でんぷん原料用バレイショの４
　　品目
　◎過去の生産実績支払いと当該年
　　の生産量・品質支払いを実施
　◎支援水準は「担い手の生産コス
　　ト－販売額」とし客観的に算定
■収入変動による影響緩和対策
　◎対象品目は米、麦、大豆、テン
　　サイ、でんぷん原料用バレイシ
　　ョの５品目
　◎減収の補てん割合は９割
■対象
　◎認定農業者(都府県は４　、北
　　海道は10　以上)
　◎特定農業団体または一定の要件
　　を満たす集落営農組織
　　(20　以上)

[対策の内容]
■農地や農業用水等の保全対策
　◎農地・農業用水等の資源を適切
　　に保全し、質的向上を図るため
　　の効果の高い共同活動を支援
　◎水田・畑・草地ごとに「基準単
　　価」を算出
■環境保全対策
　◎慣行に比べ化学肥料や農薬の使
　　用を原則５割以上低減する先進
　　的な取り組みを支援する対策を
　　一体的に推進
■対象
　◎農業者だけでなく地域住民等多
　　様な主体が参画する活動組織

米政策改革推進対策

経営所得安定対策等大綱のポイント
品目横断的経営安定対策 農地・水・環境保全対策

【表裏一体の関係】

　

国
は
平
成
17
年
10
月

経
営
安
定
対
策
等
大
綱
を
決
定
し

日
本
の
農
業
の
構
造
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
方
針
を
打
ち
出

し
た

大
綱
の
う
ち

柱
と
な
る
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
」
は

こ
れ
ま
で
全
農
家
を
対
象
に
価
格
差
を
助
成
し
て
き

た
品
目
ご
と
の
価
格
政
策
を
所
得
政
策
に
転
換
し

一
定
の
経

営
規
模
や
要
件
を
満
た
し
た
「
担
い
手
（
認
定
農
業
者
と
集
落

営
農
組
織
）
」
で
な
け
れ
ば
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
と
い
う
も
の

従
来
の
一
律
的
な
農
政
を
大
幅
に
見
直
す

も
の
で
あ
り

小
規
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経
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の
農
家
や
集
落
は

再
編
の
岐
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に
立
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さ
れ
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い
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落
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す
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を
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え
よ
う
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の
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と
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落
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へ
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農
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リ
ポ
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担い手の要件
認定農業者（個人経営）

集落営農組織（集団経営）

作業受託組織

知事の特認

1

2

3

4

●都府県=４ha以上、北海道=10ha以上(作業受託面積含む)
●受託面積は販売収入の処分権を持つものに限る

●20ha以上(ただし、地域によっては特例あり)
●経理の一元化
●農用地の2/3以上を集積

●生産調整面積の過半を受託
●20ha× 生産調整率(中山間地は×5/8)
●農用地の1/2以上を集積

●複合経営などで相当の水準を確保しているもの

認定農業者制度は、やる気と能力のある農業者が、５年
後の農業経営の改善を目指した「農業経営改善計画」を
作成し、その計画を市町村が認定する制度。認定される
と、低利の各種政策資金の融通や税制の特例などを受け
ることができる。

認定農業者とは？

　

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

肥

沃
な
大
地
と
豊
富
な
水
が
産
む
良
質

な
農
産
物
は

多
く
の
人
々
の
生
活

を
支
え
て
き
た

し
か
し

昨
今
の

農
業
情
勢
は

農
業
従
事
者
の
減
少

や
高
齢
化

米
価
の
低
迷

耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
年
々
厳
し
さ
を
増

し

日
本
の
農
業
農
村
は
危
機
的
状

況
に
あ
る

　

こ
う
し
た
中

国
は
平
成
17
年
３

月
に
農
政
の
基
本
方
針
と
な
る
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を
策

定

重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
平
成

19
年
産
か
ら
「
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
」（
日
本
型
直
接
支
払
い
）
の

導
入
を
打
ち
出
し
「
担
い
手
」（
認
定

農
業
者
と
集
落
営
農
組
織
）
へ
施
策

を
集
中
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た

ま
た

10
月
に
は
「
経
営
所
得
安
定

対
策
等
大
綱
」
を
決
定

「
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
」に
加
え
「
米

政
策
改
革
推
進
対
策
」

「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
の
３
つ

を
一
体
の
も
の
と
し
て

日
本
の
農

業
の
構
造
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
た

　

大
綱
の
う
ち

柱
と
な
る
「
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
は

こ
れ

ま
で
全
農
家
を
対
象
に
価
格
差
を
助

成
し
て
き
た
品
目
ご
と
の
価
格
政
策

か
ら

担
い
手
の
経
営
に
着
目
す
る

「
所
得
政
策
」
へ
転
換
す
る
も
の
で

従
来
の
一
律
的
な
農
政
を
大
幅
に
見

直
す
内
容

一
定
の
経
営
規
模
や
要

件
を
満
た
し
た
担
い
手
で
な
け
れ
ば

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
た
め

農
業
者
は
担
い
手
に
な
る

の
か

な
ら
な
い
の
か
の
選
択
を
迫

ら
れ
て
い
る

　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
支

払
い
対
象
と
な
る
担
い
手
要
件
は

都
府
県
の
個
人
経
営
で
４

以
上

北
海
道
は
10

以
上

集
落
営
農
組

織
で
20

以
上
と
さ
れ
て
い
る

零

細
農
家
が
多
い
現
状
を
踏
ま
え

中

山
間
地
や
離
島

住
宅
混
在
地
域
な

ど
に
は
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
る

コ
メ
や
野
菜
な
ど
を
併
せ
た
耕
作
面

積
が
４

を
超
え
る
農
業
者
は

認

定
農
業
者
と
し
て
担
い
手
の
対
象
と

な
る
が

耕
作
面
積
が
少
な
い
小
規

模
農
家
の
場
合

集
団
を
形
成
し

担
い
手
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

こ
の
た
め

市
内
の
各

集
落
で
は
集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上

げ
に
向
け
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て

お
り

19
年
４
月
か
ら
始
ま
る
大
綱

へ
の
対
応
は

待

た
な
し
の
状
況

と
な

て
い
る

厳
し
い
農
業
情
勢

農
業
農
村
の
危
機
的
状
況

価
格
政
策
か
ら
所
得
政
策
へ

選
択
を
迫
ら
れ
る
農
業
者

集
団
組
織
の
形
成
へ

進
む
集
落
の
話
し
合
い

【車の両輪の関係】
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新
大
綱
の
中
核
を
な
す「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

現　　在

基準収入
価格

農地区分

水田

畑

草地

北海道

1,700円/10a

600円/10a

100円/10a

都府県

2,200円/10a

1,400円/10a

200円/10a

農村整備に対する国の支援水準

現行制度から「品目横断的経営安定対策」への移行

基準収入
所得

収入・価格の変動 収入・所得の変動

ナラシ

ゲタ

平成19年か

豆経

米

麦

すべての農業者が対象 一定の集落営農認定農業者

大豆 その他
売り上げ

大豆
交付金

品目別単価と過去の作
付実績に基づく支払い

当該年の生産量・
品質に基づく支払い

麦作経
営安定
資金

※このほか、産地づくり交付金が交付されている

麦 大豆 その他

米

稲得
豆経

収入・所得変動
緩和対策

移行

農地・水・環境保全対策の仕組み

自治会、水土里ネッ
ト、ＪＡ、消防団、
ＰＴＡ、都市住民、
ＮＰＯ、青年・女性
団体、老人クラブ、
企業など

集落、土地改良区、水系など
のまとまり
◎農地・水保全活動
◎面積払い、地域にプール

活動組織
◎全体での環境負荷低減への取り組み
◎支払金は地域にプール

◎農薬・化学肥料５割減
◎各作物生産者の半数以上、地域の作
　付面積の２割以上かつ生産者の３割
　以上
◎面積払い、個人分配可

農業者

エコファーマー 地域住民

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

■
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
の
ポ
イ
ン
ト

■
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
の
ポ
イ
ン
ト

【
対
象
品
目
と
助
成
内
容
】

　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
助

成
対
象
品
目
は

コ
メ

麦

大
豆

テ
ン
サ
イ

バ
レ
イ
シ

の
５
品
目

　

助
成
は
「
生
産
条
件
格
差
是
正
対

策
」と「
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
」

の
２
種
類

（
生
産
条
件
格
差
是
正
対
策
）

　

輸
入
農
産
物
と
国
産
と
の
価
格
差

を
埋
め
る
助
成
で
「
ゲ
タ
」
と
呼
ば

れ
て
い
る

麦
と
大
豆

テ
ン
サ
イ

で
ん
ぷ
ん
用
バ
レ
イ
シ

が
対
象

助
成
単
価
は

現
在
の
麦
作
経
営
安

定
対
策
や
大
豆
交
付
金
と
ほ
ぼ
同
水

準
で
過
去
の
生
産
面
積
に
よ
る「
定

額
払
い
」
と

当
年
産
の
生
産
量
・

品
質
に
よ
る
「
数
量
払
い
」
の
二
つ

か
ら
な
る
　

　

定
額
払
い
は
過
去
三
年
間
の
生
産

面
積
の
平
均
に

品
目
ご
と
の
単
価

を
乗
じ
た
額

例
え
ば
麦
を
三

大
豆
を
二
㌶

㌶

㌶

㌶

作

て
い
れ
ば

「
麦

の
支
払
い
単
価
×
三

」

「
大
豆

の
単
価
×
二

」
が
支
給
さ
れ
る

　

一
方
数
量
払
い
は

毎
年
の
品
質

と
生
産
量
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
も

の
で

品
質
ご
と
に
単
価
が
決
め
ら

れ

こ
れ
に
生
産
量
を
乗
じ
た
も
の

が
支
給
さ
れ
る

従
来
の
麦
作
経
営

安
定
資
金
の
仕
組
み
を
大
豆
や
テ
ン

サ
イ

バ
レ
イ
シ

に
も
応
用
し
た

形
と
な

た
　

（
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
）

　

収
入
が
減

た
時
に
補
て
ん
す
る

対
策
で
ゲ
タ
に
対
し
「
ナ
ラ
シ
」
と

呼
ば
れ
る
も
の

従
来
の
コ
メ
の
担

い
手
経
営
安
定
対
策
と
同
じ
仕
組
み

で

平
成
19
年
産
か
ら
コ
メ
の
ほ
か

に
麦

大
豆

テ
ン
サ
イ

バ
レ
イ

シ

に
も
適
用
さ
れ
る

直
近
五
年

間
の
う
ち

最
高
と
最
低
を
除
く
三

年
間
の
収
入
を
平
均
し
た
も
の
が
基

準
収
入
額
と
な
り

こ
れ
と
当
年
産

の
収
入
と
の
格
差
の
九
割
が
補
て
ん

さ
れ
る
仕
組
み

　

例
え
ば
コ
メ

麦

大
豆
に
よ
る

過
去
の
基
準
収
入
が
合
計
で
一
千
万

円
と
仮
定
し
た
場
合

こ
れ
に
対
し

て
当
年
産
の
収
入
が
市
場
価
格
の
下

落
で
合
計
八
百
万
円
に
な
れ
ば

差

額
二
百
万
円
の
九
割

つ
ま
り
百
八

十
万
円
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

【
対
象
者
と
要
件
】

　

認
定
農
業
者
と
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
集
落
営
農
組
織
が
対
象
で

い
ず
れ
も
一
定
の
経
営
規
模
が
必
要

（
３

参
㌻

照
）

た
だ
し

経
営
規

模
に
は
特
例
が
あ
り

知
事
が
申
請

す
れ
ば
緩
和
さ
れ
る
部
分
も
あ
る

　

集
落
営
農
組
織
の
一
定
の
要
件
と

し
て
は

経
理
の
一
元
化
が
あ
げ
ら

れ
る

具
体
的
に
は

集
落
（
代
表

者
）
名
義
の
口
座
を
設
け

農
産
物

の
販
売
名
義
を
集
落
に
し

販
売
収

入
を
そ
の
口
座
に
入
金
す
る
よ
う
に

す
る

ま
た

５
年
以
内
に
集
落
営

農
組
織
を
法
人
化
す
る
計
画
や
集
落

の
農
地
の
三
分
の
二
以
上
を
請
け
負

う
集
積
目
標
を
定
め
る
こ
と
な
ど
が

必
要
と
さ
れ
る

集
落
や
営
農
団
体

は

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

で

市
か
ら
認
定
さ
れ
た
担
い
手
と

し
て
助
成
の
対
象
者
と
な
る

【
規
模
要
件
の
特
例
】

　

集
落
の
農
地
面
積
が
全
国
平
均
よ

り
少
な
い
場
合

面
積
要
件
の
お
お

む
ね
８
割

耕
作
に
不
利
な
山
間
部

い
わ
ゆ
る
中
山
間
地
の
集
落
営
農
組

織
は

５
割
の
範
囲
内
で
緩
和
さ
れ

る

こ
の
ほ
か

転
作
受
託
組
織
に

対
す
る
生
産
調
整
率
に
乗
じ
た
緩
和

措
置
も
用
意
さ
れ
て
い
る

【
対
策
の
要
旨
】

　

新
た
な
経
営
対
策
で
は

農
業
に

従
事
す
る
担
い
手
の
み
な
ら
ず

そ

れ
を
支
え
る
地
域
の
役
割
も
重
視
さ

れ
て
い
る

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
は

営
農
に
不
可
欠
な
農
道
や
水
路
な
ど

の
補
修
や
環
境
保
全
活
動
を
支
援
す

る
制
度

地
域
ぐ
る
み
で
の
農
地
や

水
を
守
る
効
果
の
高
い
共
同
活
動
と

環
境
保
全
に
向
け
た
営
農
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
が
ね
ら
い

す
べ
て
の

農
家
が
対
象
で

農
家
以
外
の
人
も

参
加
で
き
る
対
策
と
な

て
い
る

【
助
成
対
象
】

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

集
落

や
地
域
単
位
で
活
動
組
織
を
つ
く
り

市
町
村
と
協
定
を
結
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

資
源
保
全
で
は
▽
水
路
の

泥
上
げ
▽
農
道
の
草
刈
り
▽
農
業
施

設
の
補
修

な
ど

最
低
限
の
活
動

が
決
め
ら
れ
て
い
る

　

こ
の
ほ
か
▽
生
態
系
や
農
村
景
観

の
保
全
▽
環
境
体
験
学
習
の
場
の
提

供

な
ど
も
あ
り

農
地
面
積
に
応

じ
て
助
成
さ
れ
る

　

10　

当
た
り
の
国
の
助
成
水
準
は

水
田
は
２

２
０
０
円
（
北
海
道
１

７
０
０
円
）

畑
は
１

４
０
０
円

（
同
６
０
０
円
）
草
地
は
２
０
０
円

（
同
１
０
０
円
）
地
方
公
共
団
体
は

国
の
支
援
と
同
額
の
助
成
の
上
乗
せ

を
検
討
し
て
い
る

　

さ
ら
に
化
学
肥
料
・
農
薬
の
使
用

を
五
割
以
上
減
ら
し
た
営
農
活
動
に

は
追
加
助
成
の
制
度
が
設
け
ら
れ
る

環
境
保
全
活
動
を
支
援
す
る
政
策
で

▽
作
物
ご
と
の
生
産
者
の
お
お
む
ね

五
割
以
上
が
参
加
▽
集
落
な
ど
の
作

付
面
積
の
二
割
以
上
か
つ
生
産
者
の

三
割
以
上
が
参
加

の
ど
ち
ら
か
を

満
た
す
こ
と
が
条
件
と
な

て
い
る

非
農
家
も
農
業
に
参
加　
　
　

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
や

水
を
守
る
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
」

施策のあらまし
・対象地域の設定
・活動組織づくり

●集落などを単位とする活動組織
　を設立。
●活動組織は、農業者を中心に地
　域住民をはじめとする多様な主
　体が参画。
●運営方法など合意形成し、規約
　を作成。

１
・活動計画づくりと効果
　の高い取組の実践

●活動組織が話し合い、活動計画
　を作成。
●活動計画は、効果の高い取組の
　ガイドラインとなる活動指針に
　照らして作成。

●活動計画に基づいて、効果の高
　い取組（現状の維持にとどまら
　ず改善や質的向上を図るもの）
　を実践。

２

活動指針は、国が標準的な指針を
示し、地方が地域の特性を踏まえ
た独自の活動項目を追加したもの

・地域共同活動に対する
　支援

●効果の高い取組を行う活動組織
　を支援。
●国の支援水準は、農地・水を保
　全する基準的な共同活動量を基
　に算定。

●活動計画に基づいて、効果の高
　い取組（現状の維持にとどまら
　ず改善や質的向上を図るもの）
　を実践。

３

全国調査を基礎に算定

※「農地・水・環境保全対策」について
　今後の検討によっては、変更もあることをご
　承知おきください。

■経営所得安定対策等　大綱については、農水省
　ホームページ（http　://www.maff.go.jp/）
に



　

平
成
18
年
７
月
７
日

横
手
市
で

第
１
号
と
な
る
特
定
農
用
地
利
用
規

程
認
定
書
が
樽
見
内
営
農
組
合
（
深

沢
清
助
組
合
長
）
に
交
付
さ
れ
た

特
定
農
用
地
利
用
規
程
と
は

平
成

19
年
度
か
ら
始
ま
る
経
営
所
得
安
定

対
策
の
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
集
落
営
農
組
織
が
作
る
も
の
で

市
が
認
定
す
る

こ
れ
に
よ
り
樽
見

内
営
農
組
合
は

担
い
手
と
し
て
の

要
件
を
満
た
し
た
集
落
営
農
組
織
と

し
て

地
域
農
業
の
維
持
と
新
た
な

営
農
へ
向
け
た
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
な

た

　

樽
見
内
地
区
で
は

農
政
改
革
が

決
定
す
る
以
前
か
ら

集
落
の
農
地

を
ど
う
守

て
い
く
か

話
し
合
う

機
会
が
持
た
れ
て
い
た

集
落
で
最

大
の
耕
作
面
積
を
誇

て
い
た
農
家

の
離
農
を
き

か
け
に

そ
の
水
田

を
地
域
で
守

て
い
く
方
法
は
な
い

か
な
ど
を
話
し
合
い

現
在
に
つ
な

げ
て
き
た
経
緯
が
あ
る

そ
う
し
た

意
識
や
活
動
が
以
前
か
ら
あ

た
た

め

集
落
営
農
へ
の
取
り
組
み
に

障
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か

た

　

組
織
の
活
動
は
営
農
に
と
ど
ま
ら

ず

集
落
が
失
い
か
け
て
い
た
文
化

風
習
の
復
活
に
も
つ
な
が

た

以

前
樽
見
内
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
恵

比
寿
俵
の
製
作
・
奉
納
を
老
人
ク
ラ

ブ
の
協
力
を
得
て
60
年
ぶ
り
に
よ
み

が
え
ら
せ
た
こ
と
は

集
落
営
農
へ

取
り
組
む
た
め
に
何
度
と
な
く
話
し

合
い
の
機
会
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り

生
ま
れ
た
も
の

人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
集
落
の
再
生
に
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
た

　

樽
見
内
営
農
組
合
の
基
本
理
念
は

「
結
い
」
の
復
活

結
い
と
は

農

作
業
な
ど
で
互
い
に
労
力
を
交
換
し

助
け
合
う
こ
と
で

昔
は
ど
の
集
落

で
も
見
ら
れ
た
光
景

し
か
し

機

械
設
備
の
近
代
化
・
高
度
化
や
地
域

の
連
帯
感
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り

そ
の
姿
は
失
わ
れ
て
き
た

組
合
で

は

古
き
良
き
時
代
の
結
い
の
精
神

を
今
の
時
代
に
あ

た
方
法
で
行
う

「
現
代
版
・
結
い
」
と
し
て
取
り
戻

し

新
時
代
の
農
業
生
産
に
生
か
し

て
い
こ
う
と

様
々
な
話
し
合
い
が

続
け
ら
れ
て
い
る
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「
集
落
営
農
を
進
め
て
い
く
上

で

そ
の
組
織
が「
目
的
」「
理
念
」

「
方
針
」
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

す

と
に
か
く
何
度
も
話
し
合
い

地
域
の
現
状
に
合

た
組
織
の
姿

を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す

　

集
落
営
農
に
な

た
か
ら
と
言

て
も

個
人
が
持
つ
農
業
へ
の

こ
だ
わ
り
を
失
わ
せ
ず
に

思
い

や
り
の
あ
る
農
業
生
産
を
展
開
す

る
こ
と
も
大
事
で
す

　

今
回
の
改
革
に
問
題
が
無
い
と

は
言
い
ま
せ
ん
が

国
の
制
度
が

変
わ

て
も
そ
れ
ほ
ど
意
識
す
る

こ
と
な
く

農
業
を
楽
し
む
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん

　

自
分
た
ち
の
集
落
や
農
業
は

自
分
た
ち
で
守

て
い
く
と
い
う

取
り
組
み
の
中
で
「
結
い
」
を
復

活
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す

目
指
す
は「
結
い
」の
復
活

横
手
市
で
第
１
号
の
認
定
を
受
け
た
集
落
営
農
組
織

樽
見
内
営
農
組
合
（
平
鹿
）

市から横手市第１号の認定書の交付を
受ける深沢代表（右）

「結い」の精神のもと、仲間が集結。組合員の笑顔には希望が満ちあふれている

樽見内営農組合・事務局長

渡部一男さん

ゆ

た　
　

る

な　
　

い

み

変わる・変える　　　　　　　　 未来の農業

農業農業 時代時代

イ
ン
タ
ビ

と
に
か
く
話
し
合
い
が
必
要

地
域
に
合
う
組
織
の
姿
を



大　

雄

十
文
字
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営
農
組
合
大
地
は

大
慈
寺
谷
地
大
豆
生
産
組
合
の
メ

ン
バ

13
人
で
発
足
し
ま
し
た

そ
の
後

地
区
の
全
農

家（
46
戸
地
区
）に
呼
び
か
け

組
合
に
は
新
た
に
10
人
が

参
加

初
年
度
と
な
る
今
年
は

52

の
う
ち
大
豆
13

を
組
合
で
共
同
作
業
を
始
め
ま
し
た

水
稲
34

は
各
戸

で
生
産
し
て
い
ま
す
が

来
年
度
か
ら
は
共
同
作
業
を
し

平
成
20
年
４
月
の
法
人
化
を
目
指
し
て
い
ま
す

　

集
落
営
農
は

高
齢
化
が
進
み
後
継
者
が
不
足
す
る
中

耕
作
で
き
な
い
な
ど
個
人
の
問
題
を
皆
の
知
恵
と
協
力
で

乗
り
切
る
こ
と
が
出
来

お
互
い
の
意
識
の
高
揚
や
収
量

品
質
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す

し
か
し

大
豆
と
米
だ
け
で
は
経
営
が
難
し
い
た
め

新
し
い
作
物

の
導
入
を
模
索
し

来
年
は

試
験
的
に
小
菊
と
カ
ス
ミ

草
の
栽
培
に
取
り
組
む
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

　

ま
た

組
織
が
拡
大
す
れ
ば

一
年
を
通
し
た
事
業
展

開
も
可
能
に
な
り
ま
す

女
性
部
を
立
ち
上
げ

現
在
生

産
し
て
い
る
減
農
薬
の
特
栽
大
豆
や
米
な
ど
を
使
用
し
た

納
豆
や
豆
腐

お
菓
子
な
ど
を
作
る
加
工
所
を
オ

プ
ン

さ
せ

地
産
地
消
に
も
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す

　

新
制
度
を
き

か
け
に

新
た
な
夢
が
開
け
ま
し
た

新
制
度
を
小
さ
い
農
家
の
切
捨
て
と
考
え
ず

組
合
員
が

一
丸
と
な
り

頑
張
ろ
う
と
盛
り
上
が

て
い
ま
す

　

越
前
地
区
は

基
盤
整
備
を
き

か
け
に
平
成
９
年
に

越
前
営
農
生
産
組
合
を
立
ち
上
げ

機
械
の
共
同
利
用
を

行

て
い
た
た
め

集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上
げ
は
順
調

に
進
み
ま
し
た

越
前
地
区
の
全
農
家
が
参
加
し
て
新
た

な
集
落
営
農
組
織
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
し

他
の
地
区

か
ら
す
れ
ば
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す

た
だ

し

コ
メ
以
外
の
事
業
に
つ
い
て
は

ま
だ
話
し
合
い
が

進
ん
で
い
な
い
た
め

ど
ん
な
事
業
を
展
開
す
る
の
か

何
の
作
物
を
取
り
入
れ
る
の
か
な
ど

協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す

　

今
回
の
農
政
改
革
は

就
農
の
切
り
捨
て

ひ
い
て
は

集
落
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
厳
し
い
も
の
で
す

米
価
が
低
迷
し

コ
メ
づ
く
り
に
展
望
が
開
け
な
い
状
況

の
中

い
く
ら
組
合
で
と
言

て
田
を
あ
ず
け
ら
れ
て
も

困
る
の
が
現
実
で
す

し
か
し

制
度
と
し
て
決
定
し
た

以
上

そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
柔
軟
さ
も
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す

コ
メ
づ
く
り
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い

た
め

こ
の
地
区
で
23　

の
作
付
け
を
誇
る
大
豆
を
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思

て
い
ま
す

こ
れ
ま
で
の
農
政
に

農
家
が
あ
ま
え
て
い
た
部
分
も
あ
り
ま
す

こ
れ
か
ら
は

集
落
の
農
地
は
自
分
た
ち
で
守

て
い
く
と
い
う
強
い
気

持
ち
を
も

て
望
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

　

戦
後
最
大
の
農
政
改
革
と
さ
れ
る
今
回
の
大
綱

米
価

の
低
迷

日
本
人
の
コ
メ
離
れ

少
子
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

厳
し
い
農
業
情

勢
を
背
景
に

新
た
な
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た

　

従
来
の
手
法
で
は

農
地
を
守

て
い
く
の
は
困
難
と

な

た

耕
作
放
棄
地
が
増
え
れ
ば
集
落
の
環
境
は
悪
化

し

人
々
の
心
ま
で
が
荒
廃
の
道
を
歩
む

自
分
た
ち
が

住
む
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
さ
え
も
失
い
か
ね
な
い

そ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
は

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
「
結
い
」

の
精
神
も
一
つ
の
貴
重
な
手
法
と
し
て
考
え
ら
れ
て
く
る

集
落
営
農
は

営
農
の
み
な
ら
ず

地
域
や
集
落
の
再
生

を
も
担
う
こ
と
で

そ
の
真
価
を
発
揮
す
る
は
ず
だ

　

し
か
し

農
家
に
よ

て
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
も
違
う

先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な
農
地
を

可
能
な
限
り
自

分
の
手
で
守

て
い
き
た
い
と
す
る
農
家

耕
作
面
積
は

少
な
く
と
も

自
分
の
持
つ
夢
の
あ
る
農
業
経
営
を
目
指

す
農
家

今
回
の
改
革
は

そ
う
い

た
農
家
個
々
の
思

い
を
も
包
含
し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ま
た

集
団
の
形
成
が

要
件
を
満
た
す
た
め
だ
け
の
も

の
で
あ

て
は
な
ら
な
い

　

10
年
先

20
年
先
の
農
業
・
地
域
の
姿
を
思
い
描
く
と

き

そ
れ
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
未
来
に
な
る
よ
う

そ
の
土
壌
づ
く
り
を
農
業
者
の
み
な
ら
ず

私
た
ち
み
ん

な
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

改
革
を
生
か
す

取
り
組
み
の
中
で

地
域
の
力
が
よ
み
が
え
る
こ
と
に
期

待
し
た
い

明
る
い
未
来
へ
の
土
壌
づ
く
り

改
革
は「
地
域
力
」再
生
の
カ
ギ

新
制
度
は
事
業
拡
大
の
好
機

組
合
員
が
一
丸
と
な
り
臨
む

集
落
の
農
地
は
自
分
た
ち
の

手
で
守

て
い
く

安藤健二さん
　

三
又
地
区
は

耕
作
に
不
利
な
条
件
が
多
い
山
間
部
の

集
落
で
す

中
山
間
地
域
と
し
て　

直
接
支
払
制
度
な
ど

で
助
成
を
受
け
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が

ほ
と
ん
ど

が
耕
作
面
積
の
少
な
い
小
規
模
農
家

今
は
な
ん
と
か
や

り
く
り
し
て
い
る
農
家
も

次
は
機
械
の
更
新
が
出
来
な

い
と
い
う
声
が
多
く

個
人
負
担
の
設
備
投
資
は
限
界
に

来
て
い
ま
す

こ
の
ま
ま
で
は
耕
作
放
棄
地
が
増
え

農

地
は
荒
れ
る
一
方

結
い
的
農
業
で
乗
り
切
る
必
要
が
あ

り
ま
す

耕
作
に
有
利
な
平
地
の
農
家
で
さ
え
組
織
的
な

農
業
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
今

中
山
間
地
域
の
私

た
ち
こ
そ
が

力
を
併
せ
て
農
地
を
守

て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す

　

現
在

三
又
地
区
に
は
６
つ
の　

集
落
協
定
組
織
が
あ

り
ま
す
が

そ
の
う
ち
３
つ
が
統
合
す
る
形
で
集
落
営
農

組
織
を
立
ち
上
げ
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

コ
メ
以
外

に
ど
の
作
物
に
取
り
組
む
の
か

集
積
場
所
を
ど
う
や

て
確
保
す
る
の
か

共
同
利
用
す
る
機
械
は
ど
う
す
る
か

な
ど

話
し
合
い
の
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が

こ

れ
か
ら
の
村
づ
く
り
を
今
回
の
新
し
い
制
度
を
基
に

地

域
ぐ
る
み
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思

て
い
ま
す

　

国
策
は
出
ま
し
た

生
か
す
も
生
か
さ
ぬ
も
私
た
ち
の

取
り
組
み
し
だ
い
で
す

中
山
間
地
域
だ
か
ら
こ
そ

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要

変わる・変える　　　　　　　　 未来の農業

農業農業 時代時代

集落の再生に向けて

あんどう・けんじ

営農組合大地

佐藤逸郎さん
さとう・いつろう

越前営農組合

山　

内石沢英夫さん
いしざわ・ひでお

山内地域三又地区

Interview インタビュー

※１※２

（※１）中山間地域直接支払制度＝平地に比べ農業生産状況が不利な中山間地域の農地の荒廃を防ぐため、平成12年度から導入された
　　　　　　　　　　　　助成制度。農地の保全を目的に、農道や水路の適切な管理などに制度が活用されている。

（※２）集落協定＝直接支払制度は、集落ぐるみでの活動を基本としている。集落は、あらかじめその集落が目指す将来像や活動計画
　　　　　などを定めた集落協定を策定し、市の認定を受けることになっている。

だ
い

ゆ

じ

じ

や

ち

東里営農組合
東里南集落営農組合
東槻営農組合
下谷地
郷・矢神
八卦
下大見内

越前営農組合
本城営農組合（下堀・下今泉）
木下集落営農組合
下村営農組合

雄物川

十文字

営農組合大地（大慈寺谷地）

■横手市集落営農組織(平成18年９月10日現在）

大雄

集落営農組織名地域名集落営農組織名地域名

横手 十二牲担い手生産組合
（農）グリーンサポート共和
中里
塚堀農事生産組合
一の坂生産組合
（農）おちあい
（農）かまくらファーム

野田営農組合
甚平営農組合
蟹沢営農組合
豊前営農組合
上藤根集落営農生産組合
田ノ植
伍口
樽見内地区営農組合
高畑営農組合
砂子田営農組合
柄内営農組合

平鹿



　

９
月
21
日

浅
舞
小
学
校
で
ス
ギ

チ
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
集
会
は

１
年
後
に
迫

た

秋
田
わ
か
杉
国
体
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で

大
会
マ
ス
コ

ト
の
ス
ギ

チ
と
と

も
に

国
体
ク
イ
ズ
や
国
体
応
援
体

操

ゲ
ス
ト
の
平
成
高
校
相
撲
部
と

の
相
撲
対
決
な
ど
が
行
わ
れ

大
会

本
番
も
児
童
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た

　

平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ

で
行
わ

れ
た
式
典
は

横
手
市
選
出
の
秋
田

県
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
を
来
賓
に
迎

え

総
勢
約
３
０
０
人
の
参
加
の
も

と
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た

　

は
じ
め
に

五
十
嵐
市
長
が
「
こ

の
１
年

地
域
の
枠
を
超
え
て
新
し

い
時
代
に
対
応
で
き
る
体
制
と
将
来

像
を
思
い
描
き
な
が
ら

市
民
の
融

和
と
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
て
き
た

今
後

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
さ
ら
な

る
協
働
を
図
り

先
人
た
ち
が
築
い

て
き
た
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
守
り

育
み
な
が
ら

合
併
し
て
良
か

た

生
ま
れ
住
ん
で
良
か

た
と
思
え
る

魅
力
あ
ふ
れ
る
横
手
市
と
な
る
よ
う

全
力
で
邁
進
し
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ

続
い
て
挨
拶
に
立

た
田
中
敏

雄
市
議
会
議
長
が
「
最
優
先
課
題
は

雇
用
の
場
の
確
保

産
業
の
活
性
化

や
福
祉

教
育
環
境
の
整
備
も
重
要

合
併
し
て
良
か

た
と
本
音
で
言
え

る
元
気
な
郷
土
づ
く
り
を

と
も
に

知
恵
を
出
し
合

て
進
め
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た

　

ま
た

１
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り

合
併
後
に
市
に
対
し
て
多
額
の

寄
付
ま
た
は
物
品
の
寄
贈
を
い
た
だ

い
た
１
個
人
５
団
体
に
対
し
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

式
典

の
席
上
で
五
十
嵐
市
長
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
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街からあなたへ～行政情報便～

覚書に署名後、吉田茂横手郵便局長（左）、野村信夫
横手警察署長（右）と握手を交わす五十嵐市長さまざまなアトラクションで長寿を祝いました（写真は大森会場）

高橋勇市さん（横手地域出身・41歳）
　　　２度目の世界一に輝く ～世界選手権フルマラソン制覇～
高橋勇市さん（横手地域出身・41歳）
　　　２度目の世界一に輝く ～世界選手権フルマラソン制覇～

横手ロードレースで凱旋横手ロードレースで凱旋
栄光
　９月２日から10日にかけてオランダのアッセンで行われた障害者の陸上競技世界選手権
大会（国際パラリンピック委員会主催）において、横手市百万刈出身で東京都在住の高橋
勇市さんが、フルマラソン（視覚障害１）で２時間45分21秒の大会新記録で優勝、１万メ
ートルでも６位に入る快挙を達成しました。
　高橋さんの世界大会での優勝は、２００４年アテネパラリンピックでの金メダル獲得に
続いて２度目。10月１日には、横手南小学校などを会場に行われた第30回横手ロードレー
スのゲストランナーとして帰郷し、「世界選手権では、故障による練習不足のため、万全
の走りではありませんでしたが、皆さんの応援や伴走者の力もあって優勝できました。２
年後の北京パラリンピックに向けてこれからも頑張りますので応援お願いします」と、市
民の皆さんに優勝を報告しました。

横手ロードレースで
世界一の走りを披露
した高橋さん（左）。
伴走は中澤修平さん、
後方は妻の嘉子さん。

横手市
合併一周年記念式典
横手市
合併一周年記念式典
横手市
合併一周年記念式典

８市町村の合併による横手市誕生から１年が経過した10月１日、
合併１周年を記念する式典が開催されました。

記
念
講
演

「
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
！
」

記
念
講
演

「
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
！
」

市
へ
の
ご
厚
志
に
感
謝
状

杉 田 多 喜 男 様

株 式 会 社 北 都 銀 行 様

横手東ロータリークラブ様

日発精密工業株式会社様

よねや商事株式会社様

横手愛宕ライオンズクラブ様

障害者ボランティア活動支援のため多額を
寄付されました。

プラズマテレビを寄贈されました（市立横
手病院に設置）。

自動体外式除細動器および訓練器を寄贈さ
れました。

かまくらをモチーフにしたからくり時計を
寄贈されました（かまくら館に設置）。

育英資金として多額を寄付されました。

自動体外式除細動器を寄贈されました。

感謝状贈呈者の皆様感謝状贈呈者の皆様
　

式
典
第
二
部
で
は

仙
台
市
を
拠

点
に
民
俗
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３
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内
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迷

①
②

③

い
子

迷
い
高
齢
者

一
人
暮

ら
し
高
齢
者

女
性
・
子
ど
も
へ
の

つ
き
ま
と
い
等
の
地
域
安
全
情
報

信
号
機
や
道
路
標
識
の
損
壊
等
の
交

通
安
全
情
報

廃
棄
物
不
法
投
棄
情

報
等
を
想
定
し

有
事
の
際
に
情
報

共
有
や
協
力
を
図
る
と
し
て
い
ま
す

現役相撲部員を土俵際まで追い詰めるスギッチ

高橋さんの自伝「かけはし」が発刊
横手市に生まれ、一度は失いかけた希望の光をみずからの力で取
り戻すまでの道のりを綴った「かけはし～果てしない夢にむかっ
て～」が９月26日に発刊されました。高橋さん自身も「読み返す
たびに古きよき故郷を思い出す」というこの本。市民の皆さんも
ぜひご覧ください。市内の書店のほか、かまくら館売店で取り扱っています。
■問合せ：あきたこまちの稲穂の会（akitakomachi.inaho@world.ocn.ne.jp）
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～国体だより～
No.7

■国体に関する問合せは　
　総務企画部国体推進事務局
　（横手就業改善センター内）
　　35-2171

　ゴム製のボールを使うことを除けば、硬式野
球と同じルールで行われる軟式野球。昭和36年
の秋田国体でも、横手市で軟式野球競技が行わ
れました。ちなみに前回の国体では、他に横手
で弓道とボクシング競技が開催されています。

　ゴム製のボールを使うことを除けば、硬式野
球と同じルールで行われる軟式野球。昭和36年
の秋田国体でも、横手市で軟式野球競技が行わ
れました。ちなみに前回の国体では、他に横手
で弓道とボクシング競技が開催されています。

軟式野球（一般Ｂ）軟式野球（一般Ｂ）

Ｑ　軟式野球の特徴は？
Ａ　硬式野球にくらべてボールは遠くへ飛びませんが、
　　たたきつけると高く上がって、落ちてくるまで時
　　間がかかります。その間に１塁まで走ってセーフ
　　になることも多く見られ、ランナーが出ている時
　　のたたきつける打法に注目です。

Ｑ　どこの球場で開催されるの？
Ａ　競技は、一般Ａ（39歳以下）、一般Ｂ（39歳以下で過
　　去に国体出場経験がない選手のみ）、成年（40歳
　　以上）の３種別に分かれて行います。横手市では
　　「一般Ｂ」が平鹿野球場、大森野球場、スタジアム
　　大雄の３会場で開催されます。ほかに「一般Ａ」
　　が大仙市で、「成年」が大仙市と仙北市で開催さ
　　れます。
Ｑ　試合はどうやって行われるの？
Ａ　試合は９イニングまで行いますが、決勝戦以外の
　　順位決定戦は７イニングまで。９イニング（７イ
　　ニング）を終えて同点の場合は、勝負がつくまで
　　イニング毎の延長戦
　　を行います。昨年の
　　岡山国体の決勝戦は、
　　延長21回まで行われ
　　ました。

岡山国体での軟式野球競技 　市が所有している旧東部斎場の土地と建物を、ペット斎
場として活用したい方に一般競争入札により売却します。
購入を希望する方は、環境課までお申し込みください。な
お、申請時にペット斎場運営計画書などを提出していただ
きますので、事前に必ずご確認ください。
■物件
　旧東部斎場の土地及び建物
　・所在　横手市前郷字元判場76番３
　・土地　地目　山林
　　　　　面積 ㎡

㎡ ㎡

　2,530.02 （766坪）
　・建物　種類　火葬場
　　　　　構造　鉄筋コンクリート造平屋建て
　　　　　面積　のべ面積312.14 　建築面積414.68
　　　　　築造　昭和53年建築
　・最低価格　6,325,050円
　　※土地と建物一括での売却です
■申 込 期 限　　10月31日（火）
■入 札 日 時　　11月６日（月）　午前10時
■入 札 場 所　　横手市役所大雄庁舎２階第１会議室
■入札保証金　　最低価格の100分の５（1,000円未満切上）
■問　合　せ　　市福祉環境部環境課　35-2184

旧東部斎場の
土地と建物を売却します
旧東部斎場の
土地と建物を売却します

環 

境

　市では、これからのまちづくりや新市経営を行うための
基本的な指針となる「横手市総合計画」の策定作業を進めて
います。今回、本計画の中間案を広く市民の皆さんに公表
し、これに対する意見を可能な限り計画に取り入れ、市民
との協働の推進を図るため、意見募集（パブリックコメン
ト）を実施していますので、その内容をお知らせします。
■中間案の公表方法
　総合計画中間案は、市役所企画課及び各地域局地域振興
　課での閲覧や市のホームページへ掲載しています
■意見の提出方法
　ご意見は、所定の様式（各地域局地域振興課にあります）
　を使用し必要事項等を記入のうえ、市役所（総務企画部
　企画課、各地域局地域振興課）へ直接持参されるか、郵
　便、ファクシミリ、電子メールで提出してください
■実施期間
　10月25日（水）まで（郵送も10月25日必着）
■その他
　詳細については、実施要領（各地域局地域振興課にあり
　ます）をご覧いただくか、総務企画部企画課までお問い
　合わせください
■あて先・問合せ
　〒013-8601横手市前郷字下三枚橋163番地
　市総務企画部企画課　35-2164　33-6061
　メールkikaku@city.yokote.lg.jp

　10月29日（日）市役所庁舎の電気設備点検があり、非常
用電源に切り替えますが、横手市の大代表番号　３５－
２１１１が通信できなくなる場合があります。その際は、
横手地域局　３２－２１１１にお掛け直しください。

市の電話につながらない場合があります

横手市総合計画の中間案
についての意見を募集中です
横手市総合計画の中間案
についての意見を募集中です
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９
時

10
時
30
分

    

申
込
期
限
10
月
26
日（
木
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

市
総
務
企
画
部
秘
書
広
報
課
秘
書
担
当

　
　

３
５
―
２
１
１
１
内
線
１
０
３
３

市
長
面
会
日

期　　日

10月25日（水）

10月31日（火）

11月２日（木）

11月７日（火）

11月13日（月）

11月14日（火）

11月15日（水）

11月20日（月）

場　　所

七日町旧多三郎家の蔵

大森コミュ二ティセンター２Ｆ和室

鍛治町「こうじ庵」１Ｆ和室

雄物川コミュティセンター２Ｆ和室

十文字文化センター２Ｆ和室

ニュータウン岩瀬「ふれあい館」

ゆとりおん大雄３号館（ホップ亭２Ｆ）

平鹿生涯学習センター２Ｆ和室

地　域

増　田

大　森

横　手

雄物川

十文字

山　内

大　雄

平　鹿

第２回「私のまちの市長室」を開催します第２回「私のまちの市長室」を開催します秘書広報

　「信頼される市政」、「市民と協働のまちづくり」の推進を
目指す横手市では、市長が定期的に各地域に出向き、皆さ
んの意見や提案を市政に反映させるための取り組みとして、
「私のまちの市長室」を開設しています。
　２回目の開催となる今回は、市長とのフリートーク形式
で開催します。話題は産業、子育て、観光、防犯、交通安
全等日頃感じていることや考えていることのほかユニーク
な話題、元気な取り組み事例等も大歓迎です。車座方式で
おこないますのでお気軽に話題を提供してください。たく
さんのご提言をお待ちしています。
■対象者
　市内に居住又は通勤して
　いる30代～40代の方々
■テーマ
　「語ろう横手の未来！・　
　 語ろう明日の横手！」
■内容
　市長の市政報告（15分）
　フリートーク（60分）
■開催時間
　午後７時～８時30分

■開催日及び会場

■市側出席者
　市長、区長、担当職員（秘書広報課）
■問合せ
　市総務企画部秘書広報課　35-2162
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Yokote City Public Relations 2006.10.15 14Yokote City Public Relations 2006.10.1515

opicsT
秋晴れの下で健脚を競う
■第30回横手ロードレース（横手）
　10月１日、横手南小学校発着で市街地を走る横手ロード
レースが開催され、３㎞ ㎞ ㎞

㎞ ㎞

㎞

、５ 、10 の３コースの計17部
門（小学生から70歳以上の各年代および親子ペア）に275人
が出場して健脚を競いました。
　レースでは、序盤からペースを上げリードしたり、ゴー
ル間際に力を振り絞って前の選手を抜き去ったりと、各部
門ごとに熱戦が展開されました。また、先の世界選手権フ
ルマラソンで優勝した高橋勇市選手もゲストとして登場し、
３ と10 の２種目で世界一の走りを披露しました。

スタート直後、横手南小学校から一斉に飛び出す参加者

同じ学校名が縁で交流
■寒河江市立醍醐小との交流研修会（平鹿）
　同じ学校名が縁で交流を続けている醍醐小学校（平鹿）と
山形県寒河江市立醍醐小学校のＰＴＡによる交流研修会が
９月30日、醍醐小学校などを会場に行われました。
　これは、昭和60年から隔年で続けられている事業で、12
回目となる今回は、寒河江市立醍醐小学校から20人のＰＴ
Ａ会員らが市を訪問。望ましいＰＴＡのあり方や子どもの
健全育成などについて意見を交換したほか、平鹿地域の観
光地や酒蔵を見学するなど、２年振りの再会を喜び、親睦
を深めていました。

琵琶沼を見学する両校のＰＴＡ関係者

お年寄りに交通安全を呼びかけ
■白山保育所母の会が高齢者世帯を訪問（大森）
　９月22日、白山保育所交通安全母の会（菊地恵美子会長）
が地区の高齢者世帯を訪問し、交通安全を呼びかけました。
　これは、70歳以上の１人暮らし老人と高齢者のみ世帯を
対象に、交通安全意識の高揚を図るとともに、交通事故の
防止を図ろうと行ったもの。会員は訪問した世帯でお年寄
りが外出する際に履く靴に反射材のシールを貼り、「夕方
夜間の交通事故が多いので、暗くなったたら反射材の貼ら
れた靴を履いて、交通事故に遭わないよう気をつけてくだ
さい」と注意を呼びかけていました。

母の会会員がお年寄りに反射材を配布しました

がん予防にウォーキング
■ウォーキングで健康づくり（増田）
　９月24日、増田地域西成瀬地区で「ウォーキングで健康
づくり」が開かれ、地域住民17人が参加しました。
　住民が主体となって大腸がん予防に取り組んでいる同地
区では、予防に効果的としてウォーキングに注目し、実施
しています。この日は、地域全体の健康向上を目指して事
業を展開している「健康の駅推進室」の職員も駆けつけ、安
全で効果的な歩き方や正しい姿勢などを指導。参加者は、
往復約２ のウォーキングをしたり健康講話を受けるなど、
健康づくりへの意識を高めた一日となりました。

青空の下、指導を受けながらウォーキングを楽しみました

止まれシールで飛び出し防止
■交通安全協会館合支部が啓発活動（雄物川）
　９月24日、横手地区交通安全協会館合支部（佐藤雅彦支
部長）が交通安全シールの貼り付け作業を行いました。
　これは、子供たちに目立ち道路へ急な飛び出しをしない
よう注意を促せるものが無いか検討した同支部の役員が同
支部の役員が、薄くなり目立たなくなった足形のストップ
マークの代わりに、色が鮮やかでアスファルト面に直接貼
ることができるシールを作成。会員は、各世帯の道路手前
にシールを貼り、子どもたちに「ここで止まって左右を確
認してから横断してください」と呼びかけました。

子供たちに飛び出ししないよう注意する会員

山内いものこの品質を競う
■第30回山内さといも品評会（山内）
　山内地域特産「いものこ」の栽培技術の向上を目指して
毎年開催されているさといも品評会が９月22日、ＪＡ秋田
ふるさと山内野菜出荷所で開催されました。
　いものこの品質保持のため重要な位置づけとなっている
この品評会。今年は24点が出品され、重さや良芋率、芋の
揃い、品質などを加味して審査が行われました。その結果、
照井正栄さん（山内土渕）が市長賞を受賞、講評では「さと
いも栽培には厳しい天候が続いた今年も、平年並以上の品
質が保てた」と、生産者の熱意と努力がたたえられました。

さまざまな審査項目をもとに１点１点念入りに審査

安全な道路横断を
■高齢者交通安全大学（十文字）
　９月29日、ふれあい館で65歳以上の方を対象とした「高
齢者交通安全大学」が開講され、約60人が参加しました。
　これは高齢者の交通事故防止を図ることを目的に横手警
察署と十文字地域老人クラブ連合会が共同で実施している
もので、９月から11月まで３回にわたって行われます。
　参加者は、横断歩行する際の状況が連動してスクリーン
に写しだされるシステムを使って道路横断の危険性を再確
認したり、運転適正検査を受けるなどして、事故防止の意
識を高めていました。

道路横断の危険性を歩行者支援システムで再確認

大雄太鼓を熱演
■大雄中学校「小城野祭」（大雄）
　10月１日、大雄中学校で同校の文化祭「小城野祭」が開
催されました。この日はクラス別の合唱や創作ダンスの発
表、バザー、作品展示など、生徒たちによる様々な趣向を
凝らした催しものが行われ、来場者を楽しませました。
　ステージでは、音楽の選択授業で地域伝統の大雄太鼓を
学んできた３年生25人が、日頃の練習成果を披露。力強さ
と独創的なリズムが特徴の大雄太鼓をエネルギッシュに奏
で、演奏に見入っていた観客席から惜しみない拍手が贈ら
れていました。

迫力ある大雄太鼓の音色が会場内に響き渡りました

こ し ろ の
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※新たに醍醐団地（10戸）が完成しました。この住宅は、立地や間取
　りなど、「ファミリー世帯」や「子育て世帯」に適した住宅です。
入居条件  公営住宅法に定める入居資格をお持ちの方が対象になり 
 ますので、事前に市建築住宅課までご確認ください
　　　　　（家賃は所得額によって異なります）
申込方法 市建築住宅課窓口または各地域局地域維持課にある申込 
 書に必要事項を記載し、必要となる書類を添付し申込ん
 でください（郵送不可）
申込期間 平成18年10月16日（月）～27日（金）
抽 選 会 11月８日頃の予定（申込者に連絡します）
入居予定 11月下旬
申 込 み 市建築住宅課（十文字庁舎内）　42－5121、または各地域  
 局地域維持課まで（8:30～17:15、土・日・祝日は除く） 
 

　公営住宅

名　　称
赤谷地住宅
南町住宅
第二道川団地
醍醐団地
今宿第３団地
上掵住宅
上掵住宅
上掵住宅
西野住宅

築年度
Ｓ50
Ｓ54
Ｓ51
Ｈ18
Ｈ５
Ｓ46～
Ｓ54
Ｓ56～
Ｓ46

間取り
２ＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ

家賃（円）
11,900～
15,000～
6,700～
29,300～
18,000～
7,900～
11,700～
15,000～
14,100～

募集戸数
２
１
１
１０
１
２
１
２
１

　特定公共賃貸住宅

地域名

大　森

増　田

名　 称

特定西野住宅

田町団地

築年度

Ｈ10

Ｈ16

間取り

１ＬＤＫ

２ＬＤＫ

家賃（円）

30,000～

54,000～

募集戸数

２

１
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４
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０
５

 

市営住宅の入居者を募集します

市立横手病院　職員募集のお知らせ

【看護師】　
　採用人数　５人程度
　応募資格　・昭和52年４月２日以降生まれの方
　　・通勤に支障のない範囲に居住できる方
　　・看護師の免許を有する方、または平成19年３月まで
　　　に実施される同国家試験により免許取得見込みの方
【薬剤師】
　採用人数　２人

応募資格
　・昭和27年４月２日以降に生まれた方
　・通勤に支障のない範囲に居住できる方
・薬剤師の免許を有する方、または平成19年３月までに   
   実施される同国家試験により免許取得見込みの方
採用年月日　平成19年４月１日（予定）
試 験 日 12月２日（土）・３日（日）※薬剤師は３日（日）のみ
試験場所　市立横手病院４階会議室
申込期限　11月17日（金）まで（必着）
申 込 先　〒013-8602 横手市根岸町5-31
　市立横手病院総務課　32-5001
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る

探
訪
の
会
を
開
催
し
ま
す

【
横
手
地
域
】

■
日
時　

10
月
30
日（
月
）午
前
８
時

　

30
分

正
午
（
10
分
前
ま
で
あ
さ

　

く
ら
館
前
に
集
合
）

■
行
き
先　

御
嶽
山
ろ
く
の
秋
田
六

　

郡
三
十
三
観
音
一
番
札
所

白
滝

　

観
音
な
ど

■
募
集
期
間　

10
月
23
日（
月
）
25

　

日（
水
）　
（
定
員

先
着
18
人
）

■
申
込
先　

横
手
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

（
あ
さ
く
ら
館
）　

３
２
―
８

　

８
２
８

【
山
内
地
域
】

■
日
時　

11
月
８
日（
水
）午
後
１
時

　

15
分

５
時
（
15
分
前
ま
で
山
内     

  

生
涯
学
習
セ
ン
タ

前
に
集
合
）

■
行
き
先　

秀
衡
街
道

白
木
峠
の 

  

南
部
街
道

平
和
街
道
等

■
募
集
期
間　

10
月
23
日（
月
）
31

　

日（
火
）　
（
定
員

先
着
20
人
）

■
申
込
先　

山
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

（
山
内
公
民
館
）　

２
４
―
３

　

４
８
０

■
問
合
せ　

市
教
育
委
員
会
文
化
財

　

保
護
課
（
蛭
野
小
学
校
内
）

　
　

２
４
―
３
４
８
０

　　

市
内
の
小
・
中
学
校
が
一
堂
に
会

し

歌
や
合
奏
な
ど

学
習
活
動
の

成
果
を
発
表
し
合
い
ま
す

■
日
時　

10
月
25
日（
水
）午
前
９
時

　

45
分

午
後
４
時
30
分

■
場
所　

横
手
市
民
会
館
大
ホ

ル

■
入
場
料　

無
料

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
代　

１
０
０
円

■
問
合
せ　

音
楽
教
育
研
究
会
事
務
局

　

旭
小
学
校　

３
６
―
１
０
２
０

　市内の小・中学生と高校生による合同文化祭「横手市小中高フェスタ2006」が開
催されます。市内６校の高校生たちが企画・運営し、横手青年会議所（ＪＣ）がサポ
ートする手作りのイベントです。多彩なステージ発表やアトラクション、生徒たち
が制作した作品の展示、模擬店やもちまきなど、楽しいイベントが盛りだくさんの
内容で皆さんのお越しをお待ちしています。
　ご家族や友達を誘って、
ぜひご来場ください。

    届けよう！
    未来に僕らの足跡を!! 「横手市小中高フェスタ

入場料・アト
ラクション・
模擬店等はす
べて無料！
（屋台は有料）

ひ
き 
た 

ふ
み 

あ
き

■日時　11月５日（日）
  午前10時～午後４時
■場所　横手市民会館
　及び記念公園運動場
■内容　
　・小中高ステージ発表
　・超神ネイガーショー
　　＆ネイガークイズ
　・アフレコムービー
　・市内小中高生の作品展示
　・ストリートバスケット３on３
　・発掘！ふるさと自満クイズ
■問合せ　横手商工会議所青年会議所担当　
　木匠さん、伊藤さん　32-1170

ひ
で 

ひ
ら

もくしょう

かみはば
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ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
講
座

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

「
ま
ち
の
保
健
室
」に
健
康
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か

行
政
書
士
無
料
相
談
を

開
設
し
ま
す

相　

談

市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

歌の好きな人集まれ！思いっきり歌声喫茶
　「愛の讃歌」や「高原列車は行く」など数曲を予定。
日　時●11月９日（木）午後７時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町）
参加費●1,000円（軽食付き）
問合せ●レストラン煉瓦屋  33-2811　　

横手混声合唱団　第34回定期演奏会
　名曲の数々を美しいハーモニーでお届けします。
日　時●10月29日（日）午後１時30分開演
場　所●横手市民会館大ホール
入場料●500円
問合せ●合唱団事務局  鈴木さん  32-9407

　前宮城県知事で、福祉の専
門家である浅野史郎さんを講
師に迎え、講演会を行います。
　社会的に弱い立場の人を地
域で支えるためにはどうした
らいいかなど、福祉について
一緒に考えてみませんか。

岡本新内会　秋の一日入門
　歌や三味線を基礎からはじめてみませんか。
日　時●10月28日(土）午後１時から
場　所●女性センター（旧働く婦人の家）
参加費●無料
問合せ●小野寺さん  24-0386

まちづくりシンポジウム
　大型店の進出による市街地の空洞化や都市と農
村との関わりについて考えます。
日　時●10月29日（日）午後１時30分～４時
場　所●平鹿生涯学習センター
問合せ●横手ひらかまちづくりネットワーク 
　　　　菊地さん　24-2954

とっぴんぱらりのプー　第69回昔語りの会
　ふるさとの昔っこをお楽しみください。
期　間●10月28日（土）午後１時30分から
場　所●こうじ庵（鍛冶町）
問合せ●尾形さん  32-0630

３オン３（バスケット）城山カップ  
　トーナメント方式の大会です。
日　時●10月29日（日）午前９時から（小雨決行）
場　所●横手公園牛沼駐車場特設コート
申込期限●10月24日(火）　（参加費：１チーム2,000円）
問合せ●横手公園レストハウス内事務局  
　　　　山口さん  32-4847

県南地区オストメイト社会適応研修会
　人工肛門や人工膀胱保有者についての講演や体
験発表などを予定しています。
日　時●10月22日（日）午後１時30分から
場　所●平鹿総合病院２階会議室
問合せ●日本オストミー協会秋田県支部　
　　　　伊藤さん　32-3797

「絵本のよろこび」講演会
　 読書アドバイザーとして活躍されている、越
高一夫さんを講師に迎え、講演や研修を行います。
日　時●11月11日（土）午後1時30分～3時30分・12日（日）
　　　　午前10時30分～午後3時(参加費：500円）
場　所●増田まんが美術館（申込期日：10月31日（火）まで）
問合せ●絵本を楽しむ会　柴田さん  42-0030

講
習 

講
座

　  

ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校

社
会
的

活
動
が
苦
手
な
方
に
つ
い
て
学
び

一
緒
に
考
え
て
い
く
講
座
で
す

お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
期
日　

10
月
18
日（
水
）・
11
月
15

　

日（
水
）・
12
月
６
日（
水
）

■
時
間　

午
後
１
時

３
時

■
場
所　

横
手
保
健
所
会
議
室

■
問
合
せ　

秋
田
県
精
神
保
健
福
祉 

  

セ
ン
タ

「
ひ
き
こ
も
り
・
不
登 

  

校
講
座
」
担
当　

０
１
８
―
８
９  

  

２
―
３
７
７
３

　

正
し
い
救
命
や
応
急
手
当
の
知
識

と
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か

全
日
程

参
加
で
き
る
方
が
対
象
で
す

■
期
日　

11
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）

　
・
19
日（
日
）

■
時
間　

午
前
９
時

午
後
５
時

■
場
所　

ふ
る
さ
と
館
（
栄
町
）

■
教
材
費　

３

０
０
０
円　

■
定
員　

30
人

■
申
込
期
限　

11
月
９
日（
木
）

■
申
込
み　

日
本
赤
十
字
社
秋
田
県

　

支
部
横
手
市
地
区　

２
６
―
２
１

　

１
２

　

学
校
の
保
健
室
の
よ
う
に

地
域

の
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
健
康
相
談

が
で
き
る
相
談
室
で
す

毎
月
一
回

開
設
し

相
談
に
は
看
護
師
が
お
答

え
し
ま
す

■
期
日　

10
月
21
日（
土
）・
11
月
18

　

日（
土
）

■
場
所　

健
康
の
駅
ト
レ

ニ
ン
グ

　

セ
ン
タ

（
す
こ
や
か
横
手
内
）

■
問
合
せ　

健
康
の
駅
推
進
室

　
　

３
５
―
６
３
６
６

　　

官
公
署
へ
の
書
類
の
作
成
方
法
や

行
政
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

ご
相

談
く
だ
さ
い

■
日
時　

10
月
21
日（
土
）午
前
11
時

　

午
後
３
時

■
場
所　

横
手
サ
テ

一
階

■
相
談
内
容　

　

・
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
や
そ

　
　

の
他
権
利
義
務

事
実
証
明
に

　
　

関
す
る
書
類
の
作
成
や
提
出
方

　
　

法
に
つ
い
て

　

・
遺
言
や
相
続
の
手
続
き
な
ど

■
問
合
せ　

秋
田
県
行
政
書
士
会

　
　

３
３
―
４
６
４
３

 

　平鹿りんごの魅力を凝縮したおまつりです。
会場では、りんごの直売や新品種「秋しずく」
等の試食、いものこ汁の販売などがあります。
この他、「ゆっぷる」ならではのりんご湯やり
んごもぎとり体験など、一日中りんごに触れ
て楽しめます。ぜひご来場ください。

■日時　11月３日（金）文化の日
■場所　ときめき交流センター「ゆっぷる」
■日程　
　10:00～　横手市特産品大バラマキ大会等
　        　 りんごまんじゅうやスティック納豆
　　　　　　 ほか、市の特産品が空を舞います
　11:00～　皮むきゲーム
　　　　　    優勝者に、りんご10 をプレゼント
　11:30～　スギッチと遊ぼう（子ども限定）　　
　　　　　　  スギッチとゲームをしてお菓子をも
　　　　　　　らいませんか
　13:00～　りんごで大ビンゴゲーム
　　　　　 　 20位まで賞品があります
　14:30～　「キューティーはし」爆笑ものまねショー
■問合せ　平鹿地域局産業振興課  24-1118

平鹿りんご味覚まつり平鹿りんご味覚まつり

　岩谷さんは長年増田町で意欲的に創作活動を続け、
これまで数々の賞を受賞し、秀作を残してきました。
地域センターでの企画展も今回で２回目となり、前回
から新たに描き続けてきた作品を含め、約20点の作品
を展示します。ぜひご覧ください。

■日  時　10月29日（日）
          午前９時30分
■場  所　増田市場
■先  着　500人
■問合せ　増田市場商店会　
　        　45-3216

  日頃の感謝を込めて、お客様にいものこ汁のサービ
スを行います。ぜひお越しください。

■日  時　10月27日（金）
          午前９時30分
■場  所　十文字市場
■先  着　200人
■問合せ　十文字商栄会
          　42-0521

朝市からのお知らせ朝市からのお知らせ朝市からのお知らせ

十文字市場 増田市場

■日　時　11月５日（日）午前10時～午後３時
■場　所　旧勇駒酒造を中心とした増田町の中・七日町通商店街
■問合せ　増田「蔵の会」事務局（増田・十文字商工会増田支局内）
         　 45-3003

第14回【増田地域センター主催】

「岩谷桂子油彩展」

第1回  増田「蔵の日」

　増田「蔵の会」では、11月５日を「蔵の日」として増田の内蔵を一般公
開します。主会場の旧勇駒酒造では、増田地域センターまつりも開催
され、内蔵めぐりや模擬店など盛りだくさんの内容となっています。
　増田の歴史に触れる一日を、ぜひご体験ください。

～いにしえの増田の蔵史、じっくりと味わいませんか～
くら し

■期　間　10月21日（土）～26日（木）
■時　間　午前９時～午後６時　※23日（月）は休館日
■場　所　増田ふれあいプラザ企画展示室
■問合せ　増田ふれあいプラザ　45-5556

「地域の福祉を考える」講演会

■日　時　10月28日（土）午後１時30分から
■場　所　かまくら館ホール
■演　題　「今こそ福祉を地域の力で」
■入場料　無料
■問合せ　横手ひらかＮＰＯセンター　32-2229

こし

たか かず  お

いものこ汁無料サービス いものこ汁１杯100円



新発
売

発売間
近

横
手
か
ら
感
動
を
発
信
し
よ
う

横
手 

「
横
手
が
好
き
で
好
き
で
た
ま

ら
な
い
み

ち

ん
」さ
ん 

72
歳

　

こ
の
夏
の
高
校
野
球
は
い
つ
に
も

増
し
て

さ
わ
や
か
な
感
動
を
呼
ん

だ
と
思
い
ま
す

ま
た

高
校
球
児

か
ら
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
ま
し
た

わ
が
横
手
会
場
に
も
本
荘
高
校
対
秋

田
商
業
高
校
の
好
カ

ド
に
多
く
の

方
々
が
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た

私
も

一
球
一
球
に
心
が
踊
り
ま
し

た

地
元
校
の
活
躍
や
横
手
出
身
の

高
校
生
の
頑
張
り
も
あ

た
２
０
０

６
年
夏

多
く
の
シ

ン
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
も
ら

た
よ
う
に
思
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

で
多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
も
ら

う

よ
こ
て

で
あ

て
ほ
し
い
も

の
で
す

　

プ
レ

す
る
側
や
観
る
側

敵
や

味
方
を
問
わ
ず

関
わ
る
者
す
べ
て

に
掛
け
値
な
し
の
感
動
を
与
え
て
く

れ
る

そ
れ
が
ス
ポ

ツ
の
最
大
の

魅
力
で
は
な
い
で
し

う
か

「
感
動
を
見
つ
け
に
横
手
へ
行
こ
う
」

夢
の
あ
る
話
で
す

人
を
感
動
さ
せ

る
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が

知
恵
を
出
し
合

て
人
々
が
集
い
た
く
な
る

立
ち
寄

り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い

も
の
で
す
ね

ド
ン
と
な

た
花
火

増
田　
「
Ｎ
・
Ｔ
」さ
ん　
77
歳

　

長
男

長
女

初
孫
誕
生

成
人

記
念
の
提
供
花
火

お
め
で
と
う

「
今
日
が
命
日

お
ば
あ
ち

ん

天
国
か
ら
花
火
が
み
え
ま
す
か
」
と

の
メ

セ

ジ

お
孫
さ
ん
の
優
し

さ
に
感
動

超
弩
級
Ｊ
Ｄ
Ｋ
Ｃ
グ
ル

プ
の
ス
タ

マ
イ
ン

大
曲
の
花

火
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
ほ
ど
の
豪
華

絢
爛

世
界
を
先
駆
け
る
Ｊ
Ｄ
Ｋ
Ｃ

に
万
歳

正
二
尺
玉
付
特
大
ス
タ

マ
イ
ン

増
田
町
民

市
民
総
参
加

の
大
火
宴

さ
す
が
に
二
尺
玉
は
腹

に
ず

し
り
と
こ
た
え
る
歓
喜
の
一

瞬

こ
の
光
と
音
に
こ
た
え
て
田
ん

ぼ
の
稲
穂
も
重
く
垂
れ
て
く
れ
る
こ

と
を
願

て
や
み
ま
せ
ん

八
十
三

回
花
火
大
会
95
番
で
終
了

故
郷
の
発
展
的
変
貌
に
驚
く

北
海
道 
長
谷
山
清
治
さ
ん 

74
歳

　

私
は
昭
和
26
年
に
大
森
地
域
（
旧

八
沢
木
村
）
を
離
れ

現
在
は
新
千

歳
空
港
の
隣
の
恵
庭
市
に
住
ん
で
い

ま
す

帰
省
す
る
た
び
に
故
郷
の
変

貌
に
驚
い
て
い
ま
す
が

特
に
交
通

事
情
の
改
良
に
関
心
が
あ
り
ま
す

最
近
開
通
し
た
大
森
地
区
の
芦
澤
ト

ン
ネ
ル
は

私
の
在
村
当
時
は
砂
利

道
の
峠
で

夏
は
リ
ヤ
カ

で

冬

は
橇
で
米
俵
や
炭
俵
を
運
搬
し
ま
し

た

あ
の
頃

も
し
今
の
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
し
て
い
た
ら

父
も
母
も
苦

労
せ
ず
に
寿
命
も
か
な
り
延
び
て
い

た
だ
ろ
う
に
と

悔
や
ん
で
い
ま
す

今
後
と
も

自
然
の
豊
か
さ
と
住
民

の
住
み
や
す
さ
を
調
和
さ
せ
つ
つ

横
手
市
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
事

を
希
望
し
て
お
り

見
守

て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す

合
併
の
証
に
横
荘
線
の
復
活
を

千
葉
県　

小
原
倉
三
さ
ん　
65
歳
　

　

新
横
手
市
が
誕
生
し
て
１
年

県

都
に
次
ぐ
都
市
と
し
て
発
展
を
願

て
い
る

単
に
合
併
を
喜
ぶ
だ
け
で

な
く

合
併
を
記
念
し
た
証
が
欲
し

い

そ
こ
で

合
併
記
念
に
旧
横
荘

線
の
復
活
を
提
案
す
る

こ
の
線
は

か
つ
て
旧
横
手

平
鹿

雄
物
川

大
雄

大
森
を
つ
な
い
で
い
た

こ

れ
が
復
活
す
れ
ば
５
市
町
村
が
鉄
路

で
結
ば
れ
る

こ
の
案
を
隣
の
由
利

本
荘
市
に
も
提
案
し

大
森
か
ら
本

荘
駅
ま
で
接
続
さ
せ
る

由
利
本
荘

市
に
と

て
も
合
併
記
念
に
な
る
鉄

道
に
な
る
は
ず

生
き
た
鉄
道
網
は

世
間
か
ら
批
判
を
浴
び
る
箱
物
施
設

と
は
違
う

運
営
は
由
利
高
原
鉄
道

を
含
む
３
団
体
な
ど
で
の
運
営
は
ど

う
か

全
国
の
鉄
道
網
か
ら
見
て
横

手

本
荘
間
は
沿
線
人
口
が
多
い
方

で

当
然
鉄
道
が
あ

て
よ
い
区
間

だ

な
ぜ

横
荘
線
な
の
か

横
手

駅
で
鉄
道
が
交
差
す
れ
ば
秋
田
県
南

部
の
要
と
し
て
万
全
と
な
る

鉄
道

が
雪
に
最
も
強
い
交
通
網
で
あ
る

企
業
の
誘
致
が
見
込
め

弾
み
が
つ

く
な
ど
利
点
が
多
い

現
在
は
道
路

が
改
善
さ
れ
て
鉄
道
は
過
去
の
遺
物

と
い
う
が
と
ん
で
も
な
い

人
口
減

少
と
地
域
衰
退
の
歯
止
め

人
々
の

往
来

都
市
の
心
臓
部
と
し
て
不
可

欠
の
公
共
施
設
だ

横
手
駅
や
沿
線

の
各
駅
は
地
域
の
中
心
地
と
し
て
の

役
目
を
担
え
る

お
は
よ
う
が
素
敵
な
思
い
出
に

横
手　
「
Ｋ
・
Ｓ
」さ
ん　
53
歳
　

　

主
人
は

健
康
の
た
め
と
会
社
ま

で
歩
い
て
い
ま
す

毎
朝

幼
稚
園

バ
ス
を
待

て
い
る
女
の
子
が
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

元
気
よ

く
声
を
か
け
て
く
れ
る
そ
う
で
す

私
達
に
も
孫
が
二
人
お
り

主
人
は

毎
朝
す
が
す
が
し
い
気
分
に
な

て

い
た
よ
う
で
す

あ
る
日

あ
い
さ

つ
と
一
緒
に
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た

引
越
し
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
お
じ
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」

と
大
き
な
字
で
書
い
て
あ
り
ま
し
た

お
母
さ
ん
か
ら
も

い
つ
も
ち

ん

と
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
い
た
お
礼
が

書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た

私
た
ち
の

方
が
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
が
い

い
た
か

た
気
持
ち
で
す

毎
日
つ

ら
い
ニ

ス
が
耳
に
入

て
き
ま

す
が

と
て
も
ス
テ
キ
な
ふ
れ
あ
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

国
体
今
か
ら
楽
し
み
で
す-

十
文
字　

田
中
キ
ミ
子
さ
ん

　　

来
年
は
秋
田
わ
か
杉
国
体

古
希

の
一
つ
の
節
目
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ

ア
に
登
録
し
ま
し
た

ど
ん
な
人

た
ち
と
の
出
会
い

ふ
れ
あ
い
が
あ

る
の
で
し

う
か

今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す

　

秋
田
わ
か
杉
国
体
ま
で
残
り
１
年

を
切

た
今
も

ボ
ラ
ン
テ

ア
登

録
者
数
が
目
標
に
届
い
て
い
な
い
状

況
で
す

９
月
30
日
か
ら
10
月
10
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
の
じ
ぎ

く
兵
庫
国
体
で
は

ボ
ラ
ン
テ

ア

の
方
の
活
躍
が
目
立

て
い
た
と
い

う
報
道
を
目
に
し
ま
し
た

田
中
さ

ん
の
よ
う
に
何
か
の
節
目
ま
た
は
記

念
と
し
て
国
体
に
協
力
す
る

と
て

も
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

興

味
の
あ
る
方

迷

て
い
る
方
は
ぜ

ひ
ご
登
録
お
願
い
し
ま
す

捨
て
ら
れ
た
ペ

ト
の
行
方
は

増
田 

「
り
ん
ご
娘
Ｙ
・
Ｋ
で
す
」さ
ん 

40
歳

　

テ
レ
ビ
・
雑
誌
を
み
て
も
ペ

ト

の
特
集
な
ど

か
わ
い
い
ペ

ト
が

流
行

て
い
る
反
面

大
き
く
な
り

過
ぎ
た
り

飼
主
の
都
合
に
よ
り
捨

て
ら
れ
る
こ
と
が
問
題
に
な

て
い

ま
す

保
健
所
な
ど

犬
や
猫
が
処

分
さ
れ
る
前
に
里
親
と
し
て
救
う
と

こ
ろ
が
市
内
に
あ
る
の
で
し

う
か

情
報
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が

文
明
に
思
う
こ
と

横
手 

「
と
ん
こ
姉
ち

ん
」さ
ん 

53
歳

　

い
つ
も
感
じ
る
事
で
す
が

イ
ン

タ

ネ

ト
と
か

パ
ソ
コ
ン
・
携

帯
電
話
で

不
審
者
な
ど
の
情
報
が

あ

た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

と

い
う
事
が
あ
り
ま
す
が

な
い
方
と

か

や
り
方
が
分
ら
な
い
場
合

ど

う
し
た
ら
い
い
も
の
か
と
思
い
ま
す

若
い
方
は

ほ
と
ん
ど
わ
か
る
と
思

い
ま
す
が

な
か
な
か
言
う
事
が
出

来
な
い
場
合
と
か

私
だ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が

高
血
圧
は
直
る
の
？

匿
名
さ
ん

　

高
血
圧
症
の
薬
は

一
旦
飲
み
始

め
れ
ば
ず

と
飲
み
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

本
当
で
し

う
か

血
圧
が
正
常
に

な

た
ら
や
め
て
も
よ
い
と
い
う
お

医
者
さ
ん
も
い
る
よ
う
で
す
が

ど

ち
ら
が
正
し
い
の
で
し

う
か

　

高
血
圧
は
誰
で
も
可
能
性
が
あ
る

気
に
な
る
問
題

と
い
う
わ
け
で

横
手
市
医
師
会
の
橋
本
秀
先
生
（
橋

本
内
科
医
院
）
に
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ

次
の
よ
う
な
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た

Ａ

血
圧
は

仕
事
の
内
容

生
活

環
境

季
節
に
よ

て
も
変
わ
り
ま

す

極
端
に
い
え
ば

仕
事
を
や
め

て
南
の
地
方
の
暖
か
い
場
所
で
ス
ト

レ
ス
の
な
い
の
ん
び
り
と
し
た
生
活

を
す
れ
ば

薬
が
な
く
て
も
血
圧
は

あ
る
程
度
下
が
り
ま
す

し
か
し

一
般
的
に
は
最
初
の
高
血
圧
の
診
断

が
正
し
い
場
合

薬
を
服
用
す
れ
ば

一
時
的
に
下
が
り
ま
す
が

服
薬
を

中
止
す
れ
ば
ま
た
上
が
り
ま
す

ま

た

年
齢
と
と
も
に
血
圧
は
一
般
的

に
高
く
な

て
い
く
の
が
普
通
で
す

か
ら

服
薬
は
な
か
な
か
中
止
で
き

な
い
の
が
現
実
と
い
え
ま
す
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お手数ですが
50円切手を
お貼りください

0 1 3 8 6 0 1

POST CARD

◎ご希望のプレゼントを○で囲んでください

１．大沢葡萄完熟ジュース ２．アスパラガスパウダー

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

PR
E
SE

N
T
S

PR
E
SE

N
T
S

P R
E
S E

N
T
S

PR
E
SE

N
T
S

PR
E
SE

N
T
S

P R
E
S E

N
T
S

お便りをくださった方の中から抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

市報よ
こて

●アスパラガスパウダー（横手）●アスパラガスパウダー（横手）

よこて発酵文化研究所会
員が土作りからこだわっ
て栽培したアスパラガス
を原料に使用し、今話題
のギャバやアスパラギン
酸、食物繊維を豊富に含
むアスパラガスパウダー。
ケーキなどにどうぞ。
100ｇ入り2袋を3名様に。

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所
秘書広報課 行

※当選の発表は商品の発送をもって代えさせて　
　いただきます
【締め切りは平成18年11月10日（当日消印有効）】

【提　供】よこて発酵文化研究所
【取扱店】株式会社 丸幸 　32-9582

●アスパラ醗酵ギャバ●大沢葡萄完熟ジュース（横手）

昨年初出荷され大好評。
生食用として出荷できる
一級品の完熟スチューベ
ンだけを使用し、素材本
来の甘味、酸味、香りを
堪能できる大沢葡萄完熟
ジュース１本を５名様に。
【提供】横手市観光協会
　　　　33-7111※ラベルは写真と異なります（写真は昨年のもの）。

〝

〞
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◎お便りをお寄せください。

◆
稲
刈
り
シ

ズ
ン

特
集

の
題
材
も
農
政
問
題
と
い
う

こ
と
も
あ
り

黄
金
色
の
光

に
包
ま
れ
た
取
材
が
続
い
た

戦
後
最
大
の
農
政
改
革
に
も

力
強
く
立
ち
向
か
う
農
家
の

声

も
う
じ
き
口
に
す
る
で

あ
ろ
う
新
米
は

い
つ
に
も

増
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
（
卓
）

◆
イ
ベ
ン
ト
の
秋

子
ど
も

た
ち
の
行
事
の
取
材
に
出
か

け
る
と

会
場
最
前
列
に
は

親
御
さ
ん
た
ち
の
立
派
な
カ

メ
ラ
の
列

広
報
担
当
と
は

い
え

素
人
に
毛
が
生
え
た

程
度
の
私
に
は
無
言
の
プ
レ

シ

広
報
の
腕
章
を

見
か
け
た
ら
優
し
く
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ね
（
孝
春
）

　市報よこてでは、市内業者の皆さんへ「読者プレ
ゼント」へのご協賛をお願いしています。
　横手市内にあるたくさんの特産品や名産品を市報
を通して市民の皆さんに知っていただくと共に、市
内全世帯に配布される広報紙を活用した商品の宣伝
に、ぜひ市報よこてをご活用ください。
■連絡先　秘書広報課：広報広聴担当（　35－2162）

◆
食
欲
の
秋
到
来

運
動
も

し
て
い
な
い
の
に

何
を
食

べ
て
も
美
味
し
く
感
じ

普

段
の
３
割
り
増
し
で

食
べ

物
が
ど
ん
ど
ん
胃
袋
に
入

て
い
く

せ

か
く
夏
の
間

に
痩
せ
た
の
に

気
が
つ
く

と
す
で
に
５

増

健
康

的
に

ス
ポ

ツ
で
も
し
て

み
よ
う
か
な
　
　
（
克
彦
）

◆
肌
寒
い
季
節
に
な
り

と

う
と
う
風
邪
で
ダ
ウ
ン

元

気
が
取
り
柄
の
私
も
日
頃
の

不
摂
生
が
た
た

た
の
か

の
ど
飴
と
箱
テ

シ

持

参
で
取
材
先
を
訪
問
す
る
こ

と
に

健
康
管
理
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
今
回

冬
こ
そ
は

こ
の
教
訓
を
生
か
し
た
い
も

の
で
す
　
　
　
（
小
百
合
）

編
集
後
記

編
集
後
記

読者プレゼントにご協力を

永
渕 

進
さ
ん（
45
歳
）

大
雄
地
域

長崎県諫早市出身。妻、次男の
３人家族

　

進
さ
ん
は

干
拓
で
知
ら
れ
る
諫
早

湾
に
面
し
た
長
崎
県
諫
早
市
の
出
身

妻
の
一
枝
さ
ん
と
は

就
職
し
た
先
の

愛
知
県
の
会
社
で
出
会
い

24
歳
で
結

婚

そ
の
後

一
枝
さ
ん
の
実
家
が
あ

る
大
雄
村
に
移
り
住
み
ま
し
た

　

「
実
家
か
ら
は
諫
早
湾
の
堤
防
が
一

直
線
に
見
え

山
と
海
が
近
い
こ
と
か

ら

新
鮮
な
海
産
物
と
山
の
恵
み
の
両

方
を
存
分
に
味
わ
え
る
自
然
豊
か
な
と

こ
ろ
で
す
」
と
故
郷
に
つ
い
て
語
る
一

方

「
横
手
は
見
渡
す
限
り
田
ん
ぼ

と
に
か
く
広
い
と
い
う
の
が
初
め
て
訪

れ
た
時
の
印
象
で
す

雪
に
対
し
て
は

ロ
マ
ン
チ

ク
な
感
情
を
抱
い
て
い
た

の
で

は
じ
め
は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が

楽
し
く
て
仕
方
な
か

た
で
す
ね
」
と

九
州
生
ま
れ
ら
し
く
当
時
を
懐
か
し
み

ま
す

　

今
で
は

一
人
暮
ら
し
の
老
人
宅
の

雪
下
ろ
し
も
す
る
な
ど

す

か
り
雪

国
の
暮
ら
し
に
慣
れ
た
様
子
の
進
さ
ん

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
何
事
も
楽
し
み
な

が
ら
す
る
の
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
話

す
よ
う
に

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り

組
む
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

　

「
米
ど
こ
ろ
の
横
手
と
魚
介
類
の
豊

富
な
諫
早

子
ど
も
た
ち
に
は

両
方

の
自
然
を
思
い

き
り
体
験
し
て

そ

れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」
と
微
笑
む
笑
顔
に

二
つ
の

故
郷
を
愛
す
る
温
か
な
思
い
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
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たくみ
TAKUMI

昭和10年、東成瀬村生ま
れ。昭和45年に現在の十
文字町に居を構える。会
社勤めのかたわら、昭和
56年に知人の勧めでこけ
し作りを始め、稲川、木
地山など、伝統こけしの
産地を巡り歩いて技術を
習得。平成14年には泰一
郎型の許可を得て、現在
に至る。

本間　功さん（71歳・十文字）

こけし工人【其の十二】

　子どもの頃から得意だったモノ
作りへの興味が高じてこけし作り
を始め、十文字地域を代表する工
芸品に育て上げた巧。
　こけし作りは、素材選びに始ま
り、乾燥、木地挽き（削り）、描彩
（絵付け）を施し、最後に表面にロ
ウを塗って仕上げる。「始めは素
材の違いも分からなかった。原木
を大量に仕入れても、こけしに適
した部分は微々たるもの。良し悪
しを見分けられるようになったの
は最近になってから」遠慮がちに
語るその言葉の端々に強いこだわ
りが感じられる。
　「作業工程の中で手を抜く場面
は一つもない。一番気を使うのは、
描彩。同じものを安定して作れる
かは腕の見せ所。しかし、人の容
姿が一人ひとり違うように、こけ
しにも微妙な表情があり、世界に
同じものはない。それがこけしの
魅力」という。人生をともにする
妻のシュン子さんも「描彩を始め
ると私は声もかけられず、そっと
離れるだけ」と語る。静寂の中に
聞こえるのは巧の息づかいのみ。
周囲は一瞬にして聖域となる。
　「こけしは私にとって友達のよ
うなもの。これからも続けられる
限り、木地に命を吹き込んでいき
たい」巧の挑戦はまだ始まったば
かりだ。　

十文字こけしの産みの親

いさおほ ん ま

新
た
な
命
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長崎県の中央部に位置
し、東は有明海、西は
大村湾、南は橘湾と三
方が海に面し、北は多
良岳の秀峰を仰ぎます。
古くから干拓が進めら
れ、長崎県最大の穀倉
地を形成しています。

■面積　312.17
■人口　144,110人
■世帯　51,036世帯

本間さんのコンクール初受賞作品
（昭和57年第６回秋田県こけし展）
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長崎県

諫早市
いさ はや

大村湾

長崎県

佐賀県

有明海

橘湾
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稔りの秋を満喫稔りの秋を満喫
10月４日、増田高等学校ほ場で行われた稲刈
り体験。秋晴れの下、増田小学校の児童たちは
農業科学科のお兄さんから指導を受け、初め
ての稲刈りに挑戦しました。

10月４日、増田高等学校ほ場で行われた稲刈
り体験。秋晴れの下、増田小学校の児童たちは
農業科学科のお兄さんから指導を受け、初め
ての稲刈りに挑戦しました。
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